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2白馬議会だより　135号　令和3年1月31日

アンケート調査の結果報告アンケート調査の結果報告議会への高い関心と期待か　回収率42.8％‼議会への高い関心と期待か　回収率42.8％‼
白
馬
村
議
会
で
は
、平
成
29
年
度
か
ら
住
民
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、令
和
２
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
リ
ス
ク
を
考
慮
し
、意
見
交
換
会
に
代
え
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
得
ら
れ
た
結
果
を
真
摯
に
受
け
止
め
、村
民
に
開
か
れ
た
議
会
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

調
査
方
法
等

1　

調
査
地
域

	

白
馬
村
全
域

2　

調
査
対
象

	

18
歳
以
上
の
村
民

3　

対
象
人
数

	

1
︐0
0
0
人

4　

抽
出
方
法

	

人
口
・
年
齢
比
率
に
よ
る

	

無
作
為
抽
出

5　

調
査
方
法

	

郵
送
に
よ
る
配
布
、回
収

6　

調
査
期
間

	

令
和
2
年
10
月
5
日
〜

	

10
月
31
日

7　

回
収
状
況

	

発
送
数　

1
︐0
0
0
人

	

回
答
数　

4
2
8
人　
　

	

回
収
率　

4
2
．8
%

議
会
だ
よ
り
を
読
ん
だ
こ
と
が
無
い

主
な
理
由

・
発
行
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い

・�

区
に
入
っ
て
い
な
い
為
、配
布
さ
れ

な
い
、読
む
機
会
が
無
い

・
興
味
が
無
い

議
会
Ｈ
Ｐ
を
見
た
こ
と
が
無
い
主
な

理
由

・Ｈ
Ｐ
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い

・�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
て
い
な

い
、パ
ソ
コ
ン
が
無
い

・
時
間
が
無
い
、必
要
と
し
て
い
な
い

・
議
会
だ
よ
り
を
読
ん
で
い
る

白
馬
村
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か

「
議
会
だ
よ
り
」を
発
行
し
て
い

ま
す
が
、読
ん
だ
こ
と
は
あ
り

ま
す
か

問

調査対象 全体 男性 女性 無回答男性 女性 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比
総数 496 504 428 100.0% 192 100.0% 227 99.9% 9

18 ～ 19歳 7 12 6 1.4% 2 1.0% 4 1.8%
20 歳代 49 48 23 5.4% 12 6.3% 11 4.8%
30 歳代 61 62 41 9.6% 16 8.3% 25 11.0%
40 歳代 85 84 55 12.9% 23 12.0% 32 14.1%
50 歳代 75 80 62 14.5% 22 11.5% 38 16.7% 2
60 歳代 85 81 90 21.0% 46 24.0% 43 18.9% 1
70 歳代 78 80 89 20.8% 39 20.3% 47 20.7% 3
80 歳以上 56 57 60 14.0% 31 16.1% 27 11.9% 2
無回答 2 0.5% 1 0.5% 1

必ず読む　
27.6％

読んだことはない
9.3％

知らない　7.0％

読んだことはある
55.8％

無回答　0.2％

見たことがある
31.5％

見たことがない
43.5％

知らない　23.6％

無回答　1.4％
問



　　　　　

3 白馬議会だより　135号　令和3年1月31日

議会への高い関心と期待か　回収率42.8％‼議会への高い関心と期待か　回収率42.8％‼
意
見
交
換
会
に
参
加
し
た
こ
と
が
な

い・必
要
な
い
と
回
答
し
た
主
な
理
由

・�

興
味
あ
る
テ
ー
マ
で
は
無
い
、聞
き

た
い
こ
と
が
無
い

・�

仕
事
な
ど
時
間
が
取
れ
な
い
、高
齢

の
た
め
足
が
無
い

・�

会
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
、開
催

情
報
を
知
ら
な
い
、参
加
す
る
機
会

が
無
い

・�

区
の
役
員
な
ど
が
参
加
し
て
い
る
と

思
う

・
意
見
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い

・
興
味
が
無
い

議
会
が
住
民
の
意
見
を
反
映
し
て
い
な

い
と
回
答
し
た
主
な
理
由

・�

議
員
が
、ど
の
よ
う
な
経
緯
で
住
民
の

意
見
を
吸
い
上
げ
て
い
る
か
わ
か
ら
な

い
・�

観
光
ば
か
り
に
目
が
向
い
て
い
る
、住

民
の
生
活
は
良
く
な
っ
て
い
な
い

・�

一
部
の
人
の
意
見
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

住
民
が
何
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
良
く

知
ら
な
い

・�

議
会
で
ど
ん
な
こ
と
を
議
論
し
て
い
る

か
解
ら
な
い

・�
意
見
を
言
っ
て
も
行
政
側
が
財
源
な
ど

を
理
由
に
結
果
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い

・
議
員
や
議
会
と
の
距
離
を
感
じ
る

議
会
主
催
の
住
民
と
の
意
見
交

換
会
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か

あ
な
た
が
村
政
に
つ
い
て
関
心
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は

何
で
す
か
　（
複
数
回
答
可
）

議
会
は
住
民
の
意
見
を
反
映
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
か

議会への意見を多数いただきました。詳細は議会ホームページに掲載しています。
こちらのQRコードからご覧になれます。

ある
13.1%

ない
83.6%

必要ない　2.3％

無回答　0.9％

している
20.6%

していない
14.7％

無回答
12.6％

わからない
52.1％

新型コロナウイルス感染症対策
観光振興
農業振興

道路・橋梁等のインフラ整備
景観・無電柱化・まちづくり対策

教育環境（スクールバス、小学校統合）
図書館複合施設建設

少子化対策
子育て支援
高齢者支援
移住定住対策
自然環境対策

再生可能エネルギー対策
ゴミ問題

文化財保護
防災対策
人権対策

庁内・組織改革
区への支援対策

その他

回答数
156
156

60
86

97
96
101

98
146

65
92

62
69

32
73

12
36
40

29

81

問

問

問



　　　　　

4白馬議会だより　135号　令和3年1月31日

総
務
社
会
委
員
会

●�
議
案
第
54
号　

北
ア
ル
プ

ス
広
域
連
合
規
約
の
変
更

●�

議
案
第
55
号　
白
馬
村
議
会

議
員
及
び
白
馬
村
長
の
選
挙

に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公

営
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、選
挙
運
動
の
一
部
に

関
し
公
費
負
担
す
る
条
例
を

制
定
。

●�

議
案
第
56
号　

白
馬
村
国

民
健
康
保
険
保
健
師
修
学

資
金
貸
付
金
免
除
条
例
を

廃
止
す
る
条
例

　

保
健
師
の
充
実
強
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
条
例
が
制

定
さ
れ
た
が
、目
的
達
成
の
た

め
廃
止
。

●�

議
案
第
57
号　

白
馬
村
ス

ポ
ー
ツ
拠
点
づ
く
り
基
金

条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　

基
金
は
終
了
。所
期
の
目
的

を
達
成
し
た
の
で
廃
止
。

●�

議
案
第
58
号　

白
馬
村
防

災
行
政
無
線
施
設
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

全
部
改
正

　

新
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
の
目

的
、名
称
及
び
位
置
、戸
別
受
信

機
の
設
置
場
所
、放
送
区
域
、戸

別
受
信
機
の
設
置
申
請
、貸
与

等
の
規
定
を
定
め
る
も
の
。

質
疑 問

貸
与
で
事
業
者
の
申
込

み
は
改
め
て
募
る
の

か
、金
額
は
幾
ら
に
な
る
の
か
。

答
事
業
者
や
、個
人
の
２

台
目
か
ら
実
費
。

●�

議
案
第
59
号　

白
馬
村
執

行
機
関
の
附
属
機
関
の
設

置
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

白
馬
村
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
関
す
る
基
本
方
針
等
連

絡
協
議
会
を
設
置
。村
長
の
諮
問

に
応
じ
、調
査
・
審
議
す
る
。構
成

は
15
人
以
内
。任
期
は
２
年
。

●�

議
案
第
60
号　

白
馬
村
特

別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

白
馬
村
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
関
す
る
基
本
方
針
等

連
絡
協
議
会
委
員
の
報
酬
。

●�

議
案
第
61
号　

白
馬
村
国

民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

上
位
法
の
改
正
に
よ
り
改

正
す
る
。

●�

議
案
第
62
号　

白
馬
村
非

常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退

職
報
償
金
の
支
給
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

退
職
補
償
金
支
給
の
勤
務

年
数
を
、３
年
以
上
か
ら
５
年

以
上
に
改
め
る
。

●�
議
案
第
63
号　

令
和
２
年

度
白
馬
村
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
６
号
）所
管
事
項

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ

れ
２
億
５
４
２
２
万
２
千
円

を
追
加
し
、総
額
を
75
億
３
４

０
７
万
２
千
円
と
す
る
。

 

総
務
課 

　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

１
億
４
千
万
円
の
収
入
の
増

に
伴
い
、
返
戻
業
務
委
託
料

６
３
０
０
万
円
等
の
増
。
ふ

る
さ
と
納
税
基
金
事
業
は
、

１
億
１
４
１
５
万
１
千
円
を

積
み
立
て
る
。

 

健
康
福
祉
課 

　

利
用
者
の
増
加
に
よ
り
心

身
障
害
者
福
祉
事
業
自
立
支

援
給
付
費
９
７
３
万
円
の
増
。

 

質
疑 問

自
立
支
援
給
付
費
の

増
え
た
原
因
は
。

答
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

利
用
者
と
就
労
支
援

の
利
用
者
増
に
よ
る
。

 

税
務
課 

　

徴
収
猶
予
特
例
を
見
込

ん
で
、現
年
の
固
定
資
産
税

２
２
０
７
万
５
千
円
を
減
額
。

た
ば
こ
税
９
３
２
万
円
と
入

湯
税
１
２
５
３
万
円
の
減
額

は
、上
半
期
の
実
績
に
よ
り
見

込
み
減
額
。

 

子
育
て
支
援
課 

　

児
童
手
当
等
給
付
事
業

は
、来
月
か
ら
始
ま
る
家
庭
的

保
育
事
業
の
委
託
料
と
し
て

３
３
０
万
円
を
計
上
。

 

質
疑 問

地
域
型
保
育
事
業
の

委
託
事
業
者
と
対
象

児
童
は
。

答
元
保
育
士
が
八
方
口

で
開
業
予
定
。０
～
２

歳
児
の
５
名
ま
で
。

 

住
民
課 

　

一
般
廃
棄
物
処
理
事
業
債

６
９
０
万
円
の
増
額
は
、リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事

分
に
係
る
白
馬
村
負
担
金
等
。

●�

議
案
第
64
号　

令
和
２
年

度
白
馬
村
国
民
健
康
保
険

事
業
勘
定
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
2
号
）

　

歳
入
歳
出
増
減
は
な
く
財

源
の
組
み
替
え
。

●�

議
案
第
65
号　

令
和
２
年

度
白
馬
村
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

1
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ

れ
54
万
５
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
１
億
２
９
３
万
２
千

円
と
す
る
。歳
入
は
、保
健
基

盤
安
定
繰
入
金
確
定
に
よ
る

請願・陳情すべて全員一致で採択請願・陳情すべて全員一致で採択
総
務
社
会

新防災行政無線システムの戸別受信機
ハードの課題ばかりでなく、放送の質や

スマホへの配信情報との即時性などにも課題はある



　　　　　

5 白馬議会だより　135号　令和3年1月31日

今回も一般財源から観光局へ3000万円補正今回も一般財源から観光局へ3000万円補正

22
万
３
千
円
の
増
額
。
繰
越

金
確
定
に
よ
り
32
万
２
千
円

を
増
額
。

●�

請
願
第
３
号　
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
・
拡

充
を
求
め
る
請
願
書

●�

請
願
第
４
号　
「
へ
き
地
教

育
振
興
法
に
鑑
み
、へ
き
地

手
当
等
支
給
率
を
近
隣
県

並
み
の
水
準
に
戻
す
こ
と
」

を
長
野
県
知
事
に
求
め
る

請
願
書

●�

請
願
第
５
号　

国
の
責
任

に
よ
る
35
人
学
級
推
進
と
、

教
育
予
算
の
増
額
を
求
め

る
請
願
書

●�

陳
情
第
４
号　
安
全・
安
心

の
医
療・介
護
の
実
現
と
国

民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守

る
た
め
の
陳
情
書

　

新
た
な
感
染
症
拡
大
な
ど

の
事
態
に
も
対
応
で
き
る
、医

療
、介
護
、福
祉
に
十
分
な
財

源
確
保
等
、五
項
目
の
要
望
。

●�

陳
情
第
５
号　
「
白
馬
村
図

書
館
等
複
合
施
設
」を
Ｊ
Ｒ

白
馬
駅
に
併
設
す
る
計
画

を
一
旦
停
止
し
村
民
へ
の

説
明
会
を
開
く
こ
と
を
求

め
る
陳
情
書

　

白
馬
村
図
書
館
等
複
合
施
設

を
Ｊ
Ｒ
白
馬
駅
に
併
設
す
る
計

画
を
一
旦
停
止
し
、村
民
へ
の

説
明
会
を
行
う
な
ど
、住
民
の

意
見
を
聴
く
場
を
設
定
し
て
く

だ
さ
い
。

 

賛
成
討
論 

　

住
民
の
要
望
を
聞
き
、き
め

細
か
な
説
明
は
重
要
か
つ
有
意

義
で
、早
く
開
く
べ
き
。

●�

陳
情
第
６
号　

核
兵
器
禁

止
条
約
発
効
も
目
前
に
し

た
今
、日
本
政
府
に
対
し
て

た
だ
ち
に
条
約
に
参
加・調

印・批
准
す
る
こ
と
を
求
め

る
陳
情

産
業
経
済
委
員
会

●�

議
案
第
53
号　

工
事
請
負

契
約
の
締
結

　
（
株
）落
田
、契
約
金
額
１
億

２
３
７
５
万
円
、場
所
は
姫
川

通か
よ
う

橋
、内
容
は
塗
装
塗
り
替

え
、防
護
柵
の
修
繕
等
。

●�

議
案
第
63
号　

令
和
２
年

度
白
馬
村
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
６
号
）所
管
事
項

 

農
政
課 

　

パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
や

サ
ル
の
対
応
等
で
出
動
回

数
が
増
え
た
た
め
、
延
べ

５
７
０
人
分
を
見
込
み
、鳥

獣
被
害
対
策
実
施
隊
員
報
酬

１
３
５
万
６
千
円
の
増
額
。

 
建
設
課 

　

駅
前
の
無
電
柱
化
工
事
に

伴
う
歩
道
の
舗
装
グ
レ
ー

ド
ア
ッ
プ
分
に
３
９
０
万

円
の
増
額
。
事
業
主
体
の
県

に
負
担
。
白
馬
町
村
営
住
宅

３
２
５
㎡
の
解
体
工
事
費
等

に
１
１
７
３
万
３
千
円
を
計

上
。

 

質
疑 問

石
畳
風
に
グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
し
た
歩
道
工

事
分
の
３
９
０
万
円
は
村
が

県
へ
負
担
す
る
も
の
だ
が
、コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
よ
う
な
色
な

の
で
、変
わ
っ
て
い
な
い
よ
う

な
気
が
す
る
。駅
前
一
帯
を
あ

の
色
で
統
一
す
る
の
か
。

答
事
業
主
体
が
長
野
県
で

あ
る
が
、
駅
前
検
討
委

員
会
で
十
数
回
検
討
し
た
結
果
、

来
年
度
以
降
も
同
じ
デ
ザ
イ
ン

で
施
工
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

問
村
営
住
宅
の
解
体
の
見

積
内
容
は
。

答
ア
ス
ベ
ス
ト
が
入
っ
て

い
る
想
定
。

 

意
見 

　

ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
の
結
果

を
議
会
へ
報
告
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

 

観
光
課 

　

ナ
イ
ト
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
減

便
で
５
４
５
万
２
千
円
の
減

額
。リ
フ
ト
券
付
宿
泊
プ
ラ
ン

で
平
日
利
用
を
喚
起
す
る
の

が
目
的
の
観
光
割
引
ク
ー
ポ

ン
発
行
支
援
金
３
千
万
円
を

増
額
。G
o
T
o
ト
ラ
ベ
ル
事

業
、
県
事
業
、
村
事
業
と
の
併

用
が
可
能
。ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

ク
ー
ポ
ン
の
残
金
が
あ
る
の
で

３
５
０
０
万
円
の
事
業
と
し
て

実
施
。

産
業
経
済

  

  白白馬馬村村  平平日日おお得得にに滑滑ろろううキキャャンンペペーーンン！！！！  

取取りり扱扱いい宿宿泊泊事事業業者者募募集集ののごご案案内内  
 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、外国人観光客も望めず業績の落ち込みが予想される

スキーシーズンに向けた新たな観光需要喚起事業を実施します。白馬村からの受託事業で、平平日日のの

宿宿泊泊施施設設ややススキキーー場場へへのの誘誘導導をを主主ととししてて、、村村内内にに経経済済波波及及効効果果をを生生みみ出出すすここととをを目目指指ししまますす。。  

つきましては、下下記記キキャャンンペペーーンン②②にに参参加加すするる宿宿泊泊事事業業者者をを募募集集ししまますす。。 

 

【【キキャャンンペペーーンン概概要要】】  

名    称 『白馬村 平日お得に滑ろうキャンペーン！！』 

内 容 キャンペーン①  

白馬村内5スキー場どこでも滑れる 1日リフト券(日曜日～金曜日限定利用、土曜日除く) 

が 1000 名様に抽選で当たります。 

キキャャンンペペーーンン②②  

平日に(日曜日～金曜日限定宿泊、土曜日除く、祝日利用可)、白白馬馬村村内内宿宿泊泊施施設設ででリリフフトト

券券付付きき宿宿泊泊ププラランンまたは、宿宿泊泊施施設設内内フフロロンントトににてて販販売売すするるリリフフトト券券購購入入にに利利用用ででききるる

割割引引ククーーポポンン 33000000 円円分分が 1100,,000000 名名様様にに抽抽選選で当たります。 

※GoTo トラベルキャンペーンなどと併用可 

実 施 期 間 令和 3年 2月 15 日(月)チェックイン～令和 3年 4月 1日(木)チェックアウトまで 

        ※新型コロナ感染拡大状況により期間変更の可能性があります。 

総 額 3,450 万円  

  

【【宿宿泊泊施施設設募募集集  概概要要】】  

対対象象宿宿泊泊施施設設  

1. リリフフトト券券付付きき宿宿泊泊ププラランンのの設設定定、、ままたたはは宿宿泊泊施施設設内内フフロロンントトでで宿宿泊泊者者ににリリフフトト券券をを販販売売ししてていい
るる宿宿泊泊施施設設 

※リフト券を宿泊施設で提供（販売）できない事業者は対象外となります。 

※特に専用宿泊プランを設定いただく必要はありません。 

※提供（販売）するリフト券は、宿卸券などの全日券で構いません。（平日券である必要なし） 

2. 旅館業法による許可を受け、白馬村内の旅館・ホテル、簡易宿泊所を営業する事業者又は、住宅

宿泊事業法による登録を受け、白馬村内の住宅において、住宅宿泊事業を営む事業者 

※キャンプ場、企業の保養所、研修所や福利厚生施設、下宿営業は対象外となります 

※白馬村観光局の会員・非会員の区別はありません 

3. 制度を理解し①対象施設への申請、②制度運用、③請求を実施できること 

  

申申請請期期間間  令令和和 33 年年 11 月月 11 日日（（金金））～～11 月月 1177 日日（（日日））（（期期限限厳厳守守））  

  

申申請請方方法法  

右の QR コードの申請フォームよりご申請ください 

パソコンで申請する場合は、観光局、観光協会等から配信される案内メール 

又は今後作成されるＨＰから申請ください。 

総務社会委員会採決結果

議案 採決
議案第５４号 可決 全員
議案第５５号 可決 全員
議案第５６号 可決 全員
議案第５７号 可決 全員
議案第５８号 可決 全員
議案第５９号 可決 全員
議案第６０号 可決 全員
議案第６１号 可決 全員
議案第６２号 可決 全員
議案第６３号 可決 全員
議案第６４号 可決 全員
議案第６５号 可決 全員
請願第３号 採択 全員
請願第４号 採択 全員
請願第５号 採択 全員
陳情第４号 採択 全員
陳情第５号 採択 全員
陳情第６号 採択 全員
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陳
情
第
５
号
　

「
白
馬
村
図
書
館
等
複

合
施
設
」を
J
R
白
馬

駅
に
併
設
す
る
計
画

を
一
旦
停
止
し
村
民

へ
の
説
明
会
を
開
く

こ
と
を
求
め
る
陳
情

反
対
討
論　
伊
藤
ま
ゆ
み

　

足
が
な
い
中
高
生
に
駅

は
利
便
性
が
一
番
高
い
。神

城
地
区
中
学
生
の
待
ち
時

間
利
用
で
、保
護
者
負
担
が

軽
減
さ
れ
、少
し
だ
が
南
北

差
の
解
消
に
な
る
。J
R
と

の
条
件
整
理
は
大
詰
め
で
、

停
止
す
れ
ば
信
頼
関
係
を

大
き
く
損
な
い
、今
後
に
禍

根
を
残
す
。

賛
成
討
論　
加
藤
亮
輔

　

こ
の
陳
情
は
図
書
館
等

複
合
施
設
を
J
R
白
馬
駅

に
新
設
す
る
計
画
を
一
旦

停
止
し
て
、最
優
先
候
補
地

の
説
明
と
住
民
の
意
見
を

聞
く
説
明
会
の
早
期
開
催

の
内
容
で
す
。村
に
、村
民

か
ら
の
説
明
や
要
望
に
は
、

早
期
に
対
応
す
る
こ
と
を

求
め
賛
成
。

産
業
経
済

質
疑
討
論

議
決
結
果

 
質
疑 問

今
回
の
観
光
割
引
ク
ー

ポ
ン
は
申
込
み
が
多
け

れ
ば
抽
選
と
の
こ
と
だ
が
、村

内
の
ど
こ
に
宿
泊
す
る
か
わ
か

ら
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

答
宿
泊
施
設
が
リ
フ
ト
券

付
き
宿
泊
プ
ラ
ン
を
作

り
、観
光
局
に
提
示
す
る
。観
光

局
が
使
え
る
場
所
を
告
知
し
、

消
費
者（
宿
泊
者
）が
利
用
し
た

い
施
設
を
観
光
局
の
情
報
か
ら

選
ぶ
仕
組
み
。

問
あ
く
ま
で
も
リ
フ
ト
券

に
対
し
て
の
補
助
か
。

答
リ
フ
ト
券
プ
ラ
ン
が
最

低
条
件
。

問
12
月
に
詳
細
も
決
ま
ら

ず
、と
て
も
分
か
り
づ
ら

い
。宿
泊
施
設
は
二
重
の
手
間

が
か
か
る
。前
回
の
よ
う
な
宿

泊
割
で
宿
に
配
っ
て
は
。

答
利
用
者
、宿
泊
施
設
の
立

場
か
ら
す
る
と
比
較
的

わ
か
り
易
い
と
思
う
。

問
宿
泊
施
設
に
恩
恵
は
な

い
の
で
は
な
い
か
。

答
金
銭
的
な
恩
恵
は
な
い

が
、プ
ラ
ン
付
き
で
お
得
に
泊

ま
れ
る
の
で
平
日
の
宿
泊
が
促

進
さ
れ
る
。

 

意
見 

　

や
り
方
を
変
え
て
混
乱
さ
せ

て
し
ま
う
よ
り
は
、前
回
の
宿

泊
割
り
の
第
２
弾
と
し
て
行
う

方
が
い
い
。宿
に
泊
ま
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
前
提
だ
。

 

意
見 

　

G
o
T
o
や
県
の
割
引
な
ど

色
々
あ
っ
て
宿
は
辟
易
し
て
い

る
。白
馬
割
り
も
使
い
勝
手
が

悪
い
。シ
ン
プ
ル
な
組
立
て
の

方
が
い
い
。宿
は
リ
ピ
ー
タ
ー

に
使
い
た
い
し
、宿
の
や
り
易

い
方
向
が
い
い
。再
考
し
て
も

ら
い
た
い
。

 

意
見 

　

観
光
局
は
、
現
金
預
金
で

８
９
０
０
万
円
、
宿
泊
増
進

事
業
で
４
０
０
万
円
、
合
計

９
３
０
０
万
円
あ
る
。人
件
費
、

事
業
費
１
０
０
％
、村
が
負
担
し

て
い
る
。コ
ロ
ナ
は
災
害
だ
か

ら
村
費
を
投
入
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、村
民
は
苦
し
い
け
れ
ど
観

光
局
は
災
害
太
り
を
す
る
の
か
。

 

賛
成
討
論 

　

今
回
も
ま
た
一
般
会
計
か
ら

の
支
出
に
な
っ
て
お
り
、承
服
し

か
ね
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
他
の

補
正
と
の
兼
ね
合
い
で
賛
成
す

る
が
、来
年
度
の
観
光
局
へ
の
負

担
金
は
研
究
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

●�

議
案
第
66
号　

令
和
２
年
度

白
馬
村
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）

●�

議
案
第
67
号　

令
和
２
年
度

白
馬
村
下
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算（
第
２
号
）

　

委
託
を
予
定
し
て
い
た
下
水

道
事
業
業
務
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ

Ｐ
計
画
）の
策
定
を
職
員
が
自

前
で
や
る
こ
と
に
し
た
た
め

80
万
円
の
減
額
等
。

 

反
対
討
論 

　

今
回
の
受
益
者
負
担
金
が
農

地
で
あ
り
区
域
外
。最
低
15
年

の
月
日
が
流
れ
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
れ
ば
、時
効
の
可
能
性

も
あ
る
。

発　議

国土強靭化等に向けた社会資本整備の促進を求める意見書 可決

発     委

義務教育費国庫負担制度の堅持を求める意見書 可決

「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県並みの水準に戻すこと」を求める意見書 可決

国の責任による 35 人学級推進と、教育予算の増額を求める意見書 可決

安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を守るための意見書 可決

ただちに核兵器禁止条約に参加・調印・批准することを求める意見書 可決

産業経済委員会採決結果

議案 採決

議案第５３号 可決 全員

議案第６３号 可決 全員

議案第６６号 可決 全員

議案第６７号 可決 多数
反対：横田
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議
決
結
果

件　　名 議決結果

白馬村議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の専決処分報告について 承認

白馬村特別職の職員で常勤の者の給与に関する条例の一部を改正する条例の専決処分報告について 承認

一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の専決処分報告について 承認

工事請負契約の締結について 可決

北アルプス広域連合規約の変更について 可決

白馬村議会議員及び白馬村長の選挙における選挙運動の公営に関する条例の制定について 可決

白馬村国民健康保険保健師修学資金貸付金免除条例を廃止する条例について 可決

白馬村スポーツ拠点づくり基金条例を廃止する条例について 可決

白馬村防災行政無線施設設置及び管理に関する条例の全部改正について 可決

白馬村執行機関の附属機関の設置等に関する条例の一部を改正する条例について 可決

白馬村特別職の職員で非常勤のものの報酬に関する条例の一部を改正する条例について 可決

白馬村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 可決

白馬村非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例について 可決

令和２年度白馬村一般会計補正予算（第６号） 可決

令和２年度白馬村国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第２号） 可決

令和２年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決

令和２年度白馬村水道事業会計補正予算（第 2 号） 可決

令和２年度白馬村下水道事業会計補正予算（第 2 号） 可決
反対：横田

● 1 2 月定例会　議決結果●

●請願・陳情文書●
提出者 住所 要　旨 審査結果

白馬村公立学校教職員組合
執行委員長　北村　明子 白馬村 義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める

請願書 採択

白馬村公立学校教職員組合
執行委員長　北村　明子 白馬村

「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給
率を近隣県並みの水準に戻すこと」を長野県知
事に求める請願書

採択

白馬村公立学校教職員組合
執行委員長　北村　明子 白馬村 国の責任による 35 人学級推進と、教育予算の

増額を求める請願書 採択

地域医療と公立・公的病院を守る長野
県連絡会
長野県保険医協会
会長　宮沢　裕夫
　　外７名

長野市
他

安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのち
と健康を守るための陳情書 採択

村としょの会
浜田　博美 白馬村

「白馬村図書館等複合施設」をＪＲ白馬駅に併
設する計画を一旦停止し村民への説明会を開く
ことを求める陳情書

採択
反対：太田 ( 正 )、

伊藤、横田

白馬・小谷９条の会
速水　政文 白馬村

核兵器禁止条約発効を目前にした今、日本政府
に対してただちに条約に参加・調印・批准する
ことを求める陳情

採択
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コロナ禍における静かなお正月
今年の抱負・柿まわし・栗まわし・豆ったく
（やりくり・商売繁盛）（無病息災）

一般質問一般質問 （紙面の都合上、質問者本人が要約し掲載しています）

村
 政を問う

安全で活力ある
　村づくりをめざして

・販売方法の報道が先とは議会軽視では…… 9

・子育て世帯へ国民健康保険税の軽減を… 10

・宿泊税導入の進捗度はどの様な状況か… 11

・本村の実質公債費比率、将来負担比率は…… 12

・保護者への説明は丁寧にしたか………… 13

フォトニュース

　一般質問は、議員の日常活動
と調査・研究、住民の声や自身
の考え方をもとに、村長や教育
長などの方針を問うものです。
　白馬村は1問１答方式で、1人
60分の制限時間内であれば、質
問回数に制限はありません。
　議会だよりでは、紙面の都合上、
質問者が要約して掲載していま
す。
 　本会議はユーテレ白馬でご覧
いただけます。

質問内容
・図書館：ＪＲとの協議を止める予定は… 14

・水道料金の値上げの見通しは…………… 15

・財政調整基金は幾らを堅持するのか…… 16

・市町村データ活用計画策定は…………… 17

・白馬村の北の境界はどこが正しいのか…  18
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【
経
済
対
策
】

問
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事

業
に
つ
い
て
、二
次
販
売

の
応
募
資
格
に
村
外
居
住
者
を

含
め
た
根
拠
は
。

答

 

観
光
課
長 

こ
の
商
品

券
事
業
は
、あ
く
ま
で
も

経
済
対
策
、消
費
を
通
じ
て
事

業
者
を
応
援
す
る
目
的
で
あ
り
、

消
費
は
村
内
に
限
ら
ず
村
外
の

居
住
す
る
方
に
も
求
め
て
い
て

も
間
違
い
で
は
な
い
の
か
と
認

識
し
ま
し
た
。ま
た
、村
外
の
方

が
購
入
し
て
、村
の
中
で
消
費

す
る
こ
と
は
、外
の
お
金
が
村

の
中
で
消
費
す
る
、村
の
経
済

が
大
き
く
な
る
と
い
う
目
的
で

も
あ
り
ま
す
の
で
、村
外
居
住

者
も
対
象
に
し
ま
し
た
。

問
１
０
０
％
の
プ
レ
ミ
ア

ム
が
つ
く
商
品
券
を
、村

民
の
も
っ
と
買
い
た
い
と
い
う

声
が
大
き
い
こ
と
が
、村
に
届

い
て
い
な
か
っ
た
の
か
。ア
ン

テ
ナ
が
低
す
ぎ
る
の
で
は
。

答

 

観
光
課
長 

二
次
販
売

の
結
果
か
ら
推
察
し
ま

す
と
、村
民
の
応
募
が
非
常
に

多
く
、ま
だ
買
い
た
い
と
い
う

購
入
意
欲
は
旺
盛
だ
っ
た
と
判

断
し
ま
す
。

問
定
例
会
中
に
も
か
か
わ

ら
ず
、販
売
方
法
の
発
表

が
報
道
の
ほ
う
が
先
と
は
議
会

軽
視
も
甚
だ
し
い
と
思
う
が
。

答

 

観
光
課
長 

議
会
に
配

慮
が
な
か
っ
た
と
反
省

し
て
い
ま
す
。

 

副
村
長 

発
表
の
タ
イ
ミ
ン
グ

は
お
許
し
頂
き
た
い
。

問
12
月
定
例
会
の
補
正
予

算
で
、
観
光
局
に

３
０
０
０
万
円
が
上
程
さ
れ
て

い
る
。９
月
定
例
会
の
一
般
質

問
で
、次
の
要
望
時
に
は
、観
光

局
の
資
金
を
使
う
と
答
弁
し
て

い
る
が
、今
回
も
一
般
財
源
か

ら
か
。

答

 

観
光
課
長 

Ｇ
ｏ
T
ｏ

が
終
わ
れ
ば
、そ
の
先
必

ず
息
切
れ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
状
況
を
見
て
、局
の
資
金

を
使
い
ま
す
。冬
の
期
間
は
、村

が
し
っ
か
り
経
済
対
策
と
し
て

予
算
化
し
、冬
、稼
げ
る
と
き
に

し
っ
か
り
稼
ぎ
た
い
と
考
え
ま

し
た
。

問
局
の
資
金
は
観
光
に
使

う
、村
の
一
般
財
源
の

３
０
０
０
万
円
は
、一
般
村
民

全
体
に
使
う
と
い
う
考
え
は
。

答

 

副
村
長 

コ
ロ
ナ
禍
は

未
曽
有
の
災
害
で
あ
る

と
い
う
考
え
で
す
。災
害
復
旧

に
関
す
る
経
済
対
策
を
局
と
い

う
団
体
が
負
担
す
る
も
の
か
ど

う
か
、地
方
自
治
体
で
あ
る
村

が
責
任
を
負
う
べ
き
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
災
害
と
考
え
る
な
ら
ば
、

観
光
だ
け
が
災
害
に

遭
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

村
民
全
体
が
、コ
ロ
ナ
禍
と
い

う
災
害
に
遭
っ
て
い
る
。村
民

に
対
す
る
経
済
対
策
を
も
っ
と

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

答

 

副
村
長 

国
の
第
３
次

臨
時
交
付
金
の
中
身
が

見
え
ず
、も
っ
と
前
に
分
か
る

と
い
う
想
定
の
も
と
考
え
て
い

ま
し
た
。

答 問
冬
の
感
染
し
易
い

時
期
に
な
ぜ
試
験

運
行
か

非
常
事
態
宣
言
も

あ
り
11
月
に
ず
れ

込
ん
だ

【
ス
ク
ー
ル
バ
ス
試
験
運

行
】問

11
月
か
ら
２
月
ま
で
冬

の
感
染
し
易
い
と
言
わ

れ
て
い
る
こ
の
時
期
に
、試
験

運
行
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

答

 

教
育
課
長 

コ
ロ
ナ
の

非
常
事
態
宣
言
も
あ
っ

て
、11
月
ま
で
ず
れ
込
み
ま
し

た
。雪
の
な
い
２
か
月
、雪
の
あ

る
２
か
月
、両
方
の
実
証
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。検
温
器
を
用
意
し
、感

染
対
策
も
し
て
い
ま
す
。大
型

バ
ス
に
な
っ
た
の
は
、密
を
避

け
る
た
め
に
間
隔
を
開
け
る
対

策
を
し
て
い
ま
す
。

問
試
験
運
行
の
特
別
交
付

税
の
算
定
額
は
、必
ず
措

置
さ
れ
る
の
か
。

答

 

教
育
課
長 

予
算
額

１
５
３
０
万
円
で
あ
り

ま
す
が
、
計
算
上
で
い
く
と

８
９
０
万
円
ほ
ど
の
算
定
額
に

な
り
ま
す
。決
定
に
つ
い
て
は

こ
れ
か
ら
で
す
。

試験運行用の大型スクールバス

太田 伸子 議員

販売方法の報道が
先とは議会軽視では

答 配慮がなかったと
反省しています

問
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【
２
０
２
１
年
度
予
算
編
成
】

問
少
子
化
を
克
服
す
る
に

は
、子
育
て
し
や
す
い
村

づ
く
り
が
重
要
。今
回
は
、子
育

て
世
帯
の
国
民
健
康
保
険
税
の

負
担
軽
減
の
提
案
。年
間
１
人

２
９
２
０
０
円
の
均
等
割
り
が

賦
課
さ
れ
、子
供
が
多
い
ほ
ど

大
変
。こ
の
均
等
割
を
18
歳
ま

で
免
除
し
て
軽
減
を
図
る
方
法
。

18
歳
ま
で
の
子
供
の
加
入
者
は

２
９
１
名
で
均
等
割
総
額
は
年

８
４
９
万
円
。国
保
会
計
に
、加

入
者
か
ら
集
め
た
貯
金
が

１
億
８
２
４
０
万
円
あ
り
、20

年
間
分
免
除
で
き
る
の
で
は
。

答
提
案
の
様
に
均
等
割
を

減
免
し
た
場
合
、国
の
交

付
金
等
が
削
減
さ
れ
な
い
か
県

に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、「
削
減
は

無
い
が
、税
の
制
度
面
で
問
題

が
あ
る
」と
指
摘
を
受
け
困
惑
。

県
か
ら
問
題
が
な
い
と
の
回
答

が
あ
れ
ば
、検
討
し
た
い
。

問
県
か
ら
の
問
合
せ
の
見

通
し
は
、い
つ
頃
分
か
る

か
。答

な
る
べ
く
早
く
と
考
え

て
い
る
が
、県
の
都
合
も

あ
り
、い
つ
と
は
答
え
ら
れ
な

い
。

意
見 

　

早
く
県
か
ら
聞
き
、ま
た
東

北
各
県
で
免
除
し
て
い
る
自
治

体
担
当
者
か
ら
も
聞
い
て
、両

方
併
せ
て
判
断
し
、国
保
運
営

協
議
会
に
報
告
、提
案
を
。

問
来
年
度
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
運
行
事
業
の
予
算
規

模
は
。

答

 

教
育
長 

現
在
試
験
運

行
中
で
、利
用
状
況
等
を

十
分
に
検
証
し
、運
行
内
容
等

の
判
断
を
し
た
上
で
、予
算
要

求
を
し
て
い
き
た
い
。

問
児
童
及
び
保
護
者
か
ら

う
れ
し
い
、非
常
に
あ
り

が
た
い
、助
か
る
と
い
う
声
が

上
が
っ
て
い
る
。今
年
度
は
４
ヵ

月
の
予
算
だ
が
、来
年
度
は
６
ヵ

月
、８
ヵ
月
と
延
長
す
べ
き
だ

が
、村
長
の
見
解
は
。

答
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。

問
図
書
館
等
複
合
施
設
基

本
計
画
で
は
来
年
度
の

事
業
は
官
民
連
携
の
導
入
の
可

能
性
に
結
論
を
つ
け
る
。用
地

交
渉
と
取
得
。特
定
事
業
の
選

定
等
が
決
ま
っ
て
い
る
が
、予

算
編
成
作
業
に
間
に
合
う
の
か
。

答
官
民
連
携
、用
地
買
収
、

事
業
者
選
定
等
、あ
る
程

度
、見
通
し
が
で
き
た
後
に
予

算
の
相
談
を
し
た
い
。

問
村
民
が
白
馬
駅
案
で
問

題
視
し
て
い
る
安
全
性
、

自
然
、外
遊
び
、駐
車
場
な
ど
の

課
題
は
解
決
で
き
な
い
と
考
え

る
が
。

答
そ
れ
ら
の
課
題
が
解
決

で
き
る
か
ど
う
か
を
調

査
し
、そ
の
結
果
を
も
と
に
相

談
し
た
い
。

問
昨
年
、国
内
外
に
大
き
な

反
響
を
与
え
た
、村
の

「
気
候
非
常
事
態
宣
言
・
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」だ
が
、

来
年
度
の
温
暖
化
対
策
事
業
と

予
算
規
模
は
。

答
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

連
絡
協
議
会
で

具
体
的
な
行
動
計
画
の

策
定
作
業
を
行
う
。予
算

規
模
は
、例
年
と
同
額
を

考
え
て
い
る
。

問
２
０
１
８
年
の

事
業
規
模
は
、温

室
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
の

委
託
料
１
３
８
０
万
円

を
含
む
決
算
額
が

２
０
２
１
万
円
で
、一
般

財
源
は
53
万
円
。19
年
度

は
決
算
額
６
２
３
万
円

だ
が
、一
般
財
源
は
76
万

円
。宣
言
を
全
国
に
先
駆

け
て
行
な
っ
た
村
の
温

暖
化
対
策
事
業
費
と
し

て
は
、全
く
お
粗
末
な
額

だ
と
思
う
が
、村
長
の
見

解
は
。

答
予
算
に
つ
い
て
は
、既
存

の
事
業
は
継
続
し
、新
規

に
つ
い
て
は
、国
、県
の
数
値
が

ま
と
ま
り
次
第
、ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
的
な
も
の
を
協
議
会
の

中
で
ま
と
め
、予
算
組
み
を
す

る
流
れ
に
な
る
の
で
、来
年
度

に
は
間
に
合
わ
な
い
。

加藤 亮輔 議員

岩手県宮古市のホームページ
子育て支援の一環として「国民健康保険税の子供の均等割減免」のお知らせ。

子
育
て
世
帯
へ
国
民
健

康
保
険
税
の
軽
減
を

答
県
か
ら
税
の
制
度
面
で

指
摘
を
受
け
る

問
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【
観
光
振
興
の
た
め
の
財
源

確
保
】

問
観
光
振
興
の
た
め
の
財

源
と
し
て
、宿
泊
税
が
有

力
な
財
源
と
検
討
委
員
会
か
ら

昨
年
に
答
申
さ
れ
、い
ず
れ
議

会
に
、条
例
等
の
議
案
が
提
出

さ
れ
る
と
思
う
が
、こ
の
コ
ロ

ナ
禍
で
経
済
の
疲
弊
度
は
深
刻
。

社
会
的
環
境
の
変
化
に
即
し
て

検
討
と
も
書
か
れ
て
い
る
、深

堀
り
す
べ
き
で
は
。

答
様
々
な
指
摘
事
項
を
踏

ま
え
、観
光
財
源
の
具
体

化
・
制
度
化
に
向
け
て
使
途
決

定
の
仕
組
み
づ
く
り
や
観
光
財

源
の
制
度
設
計
に
着
手
し
た
が
、

２
０
２
０
年
に
入
っ
て
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
で

宿
泊
産
業
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、

現
時
点
で
は
一
時
休
止
し
て
い

る
。問

昨
年
の
村
民
と
の
意
見

交
換
会
で
、観
光
財
源
を

ど
の
よ
う
に
使
う
か
、そ
の
前

に
村
は
水
道
を
出
し
っ
ぱ
な
し

に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

無
駄
な
も
の
が
あ
り
は
し
な
い

か
と
の
多
数
の
意
見
が
出
て
い

る
。検
討
し
て
は
。

答
当
然
無
駄
な
支
出
は
抑

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

財
源
を
ど
の
よ
う
に
使
う
か
に

つ
い
て
は
難
し
い
が
、観
光
に
貢

献
し
て
い
る
農
業
に
も
何
か
方

策
が
な
い
か
検
討
を
し
て
い
る
。

問
一
時
休
止
し
た
こ
と
は

賢
明
な
選
択
だ
。
そ
の

間
に
財
源
確
保
と
し
て
報
告
書

の
中
に
あ
る
よ
う
に
す
べ
て
の

観
光
事
業
者
に
税
の
負
担
を
し

て
頂
く
事
も
検
討
し
て
ほ
し
い
。

そ
う
す
れ
ば
一
般
財
源
に
も
使

用
で
き
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

が
。答

報
告
書
か
ら
の
作
業
と

し
て
５
項
目
。
1
つ
目

は
制
度
設
計
を
ど
の
よ
う
に
考

え
る
の
か
。２
つ
目
は
こ
の
制

度
設
計
に
従
っ
て
ど
こ
が
何
の

使
途
決
定
を
し
て
い
く
の
か
、

３
つ
目
は
外
国
人
経
営
の
実
態

調
査
。４
つ
目
は
こ
の
税
を
ど

の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く
か
と

い
う
白
馬
村
版
産
業
連
関
表
の

作
成
。５
つ
目
は
基
金
化
と
使

途
決
定
組
織
へ
の
支
払
い
の
仕

組
み
作
り
。３
と
４
は
着
手
済
。

答 問
入
区
を
義
務
化

す
る
考
え
は

自
治
組
織
な
の
で

義
務
化
は
難
し
い

【
多
文
化
共
生
と
入
区
の
在

り
方
】

問
外
国
人
の
入
区
に
つ
い

て
は
、メ
リ
ッ
ト
、デ
メ

リ
ッ
ト
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、

地
区
発
展
や
総
合
理
解
を
深
め

る
べ
く
公
共
的
観
点
か
ら
、義

務
化
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

答
地
方
自
治
法
第
２
６
０

条
の
２
に
規
定
す
る
よ

う
な
行
政
組
織
と
の
関
係
性
は

な
く
、純
粋
な
住
民
の
自
治
組

織
な
の
で
義
務
化
は
難

し
い
。

問
多
文
化
共
生
社

会
へ
の
行
政
の

か
か
わ
れ
る
部
分
は
何

か
。答

こ
の
条
例
に
は
、

村
・
議
会
・
事
業

者
・
村
民
の
責
務
を

謳
っ
て
お
り
行
政
が
関

わ
れ
る
部
分
は
、多
文

化
共
生
の
意
識
づ
く

り
・
日
本
語
教
育
支
援
・

行
政
情
報
の
提
供
や
多

言
語
化
・
就
労
環
境
等

の
整
備
・
医
療
受
診
の

支
援
体
制
・
防
災
関
係
・

住
宅
関
係
等
が
あ
る
。

本
年
度
は
支
援
員
の
設
置
と
支

援
サ
イ
ト
の
立
ち
上
げ
に
よ
り
、

情
報
の
発
信
、収
集
、共
有
を
進

め
て
い
る
。

問
外
国
籍
所
有
者
の
増
加

で
移
住
者
を
増
や
す
考

え
は
。

答
専
用
住
宅
の
占
有
率
は

34
％
で
、半
分
は
別
荘
で

定
住
は
見
込
め
な
い
が
、引
き

続
き
移
住
対
策
は
実
施
予
定
。

村内の著名なエリアにおしゃれなオリンピックメモリアルや
ウェルカムボード、イルミネーションアートを
設置するなら、みらい観光税も理解されるかも。

太谷 修助 議員

宿泊税導入の進捗度
はどの様な状況か

答 新型コロナウイルスの影響で
一時休止

問
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【
村
財
政
と
新
年
度
の
事
業

と
予
算
】

問
令
和
元
年
度
一
般
会
計

決
算
の
、財
政
分
析
指
標

の
認
識
は
。

答

 

村
長 

令
和
元
年
度
財
政

健
全
化
判
断
比
率
は
、早

期
健
全
化
基
準
を
下
回
る
も
の

の
、実
質
公
債
費
比
率
1.0
ポ
イ

ン
ト
、将
来
負
担
比
率
5.3
ポ
イ

ン
ト
増
加
で
、実
質
公
債
費
比

率
は
元
利
償
還
金
の
影
響
が
大

き
く
、将
来
負
担
比
率
は
地
方

債
残
高
と
基
金
残
高
の
影
響
が

大
き
い
こ
と
か
ら
、今
後
は
地

方
債
の
新
規
発
行
や
基
金
繰
入

へ
の
依
存
は
で
き
る
限
り
控
え
、

健
全
財
政
維
持
に
努
め
ま
す
。

問
見
通
し
の
立
た
な
い
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、現
在

の
財
政
状
況
を
危
険
推
域
、要

注
意
推
域
、辛
う
じ
て
安
全
推

域
の
３
点
か
ら
選
択
す
れ
ば
ど

れ
か
。

答

 

副
村
長 
私
は
、要
注
意

推
域
に
該
当
す
る
と
思

い
ま
す
。

問
令
和
３
年
度
一
般
会
計

収
支
見
込
み
に
つ
い
て
。

答

 

村
長 

予
算
編
成
作
業

に
着
手
し
た
ば
か
り
で

あ
り
、今
月
中
旬
以
降
に
主
要

事
業
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
予
定
し

て
お
り
、収
支
見
込
の
答
弁
は

難
し
い
こ
と
を
理
解
い
た
だ
き

た
い
。

問
新
年
度
の
事
業
計
画
に

お
け
る
重
点
施
策
は
。

答

 

村
長 

村
政
運
営
の
基

本
と
な
る「
村
第
５
次
総

合
計
画
」の
、基
本
理
念
実
現
に

向
け
た
事
業
推
進
で
す
。た
だ

し
、新
年
度
に
限
っ
て
は
、コ
ロ

ナ
対
策
、経
済
対
策
を
最
優
先

と
し
、事
業
の
選
択
で
は
、こ
れ

ま
で
以
上
に
、行
政
が
行
う
事

業
か
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
必

要
な
事
業
か
、事
業
効
果
が
上

が
っ
て
い
る
か
を
、確
認
し
な

が
ら
、予
算
編
成
に
取
り
組
み

ま
す
。

問
予
算
編
成
で
は
、本
年
度

実
施
し
た「
枠
配
分
方

式
」を
、新
年
度
で
も
採
用
か
。

答

 

村
長 

新
年
度
当
初
予

算
編
成
も
、「
枠
配
分
方

式
」に
よ
る
歳
出
の
徹
底
し
た

圧
縮
を
実
施
し
ま
す
。

　

本
年
度
と
同
様
に
、「
一
般
財

源
歳
入
見
込
額
」と「
基
金
繰
入

額
」か
ら「
義
務
的
経
費
注
３
」、

「
政
策
的
経
費
注
４
」、「
経
常
的
経

費
注
５
」の
一
般
財
源
を
配
分
し

ま
す
。本
年
度
当
初
予
算
の「
経

常
的
経
費
」の
一
般
財
源
額
に

対
し
、全
課
一
律
97
％
を
乗
じ

た
額
、「
マ
イ
ナ
ス
３
％
」を
令

和
３
年
度「
経
常
的
経
費
」の
一

般
財
源
と
し
て
設
定
し
配
分
し

ま
す
。

問
自
主
財
源
の
根
幹
を
な

す
村
税
の
、新
年
度
減
収

見
込
額
は
。

答

 

税
務
課
長 

現
在
、来
年

度
の
税
収
の
見
積
り
作

業
中
で
あ
り
、税
収
見
込
額
を

答
弁
で
き
る
ま
で
に
は
至
っ
て

い
ま
せ
ん
。し
か
し
、新
年
度
予

算
編
成
も
、「
枠
配
分
方
式
」の

採
用
に
よ
り
、一
般
財
源
歳
入

見
込
額
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、今
年
度
当
初
予
算
よ
り
も
、

５
２
０
０
万
円
余
り
下
回
る
仮

算
定
を
し
ま
し
た
。た
だ
し
、減

収
分
５
２
０
０
万
円
余
り
に
は
、

国
の
施
策
で
実
施
さ
れ
ま
す
固

定
資
産
税
の
軽
減
措
置
に
よ
る

減
収
分
は
、全
額
国
が
補
填
す

る
の
で
含
め
て
い
ま
せ
ん
。こ

れ
を
含
め
ま
す
と
来
年
度
当
初

予
算
の
村
税
収
入
は
、２
億
円

を
超
え
る
減
収
が
想
定
さ
れ
ま

す
。注

１ �

元
利
償
還
金
の
標
準
財
政
規
模

に
対
す
る
比
率
で
、資
金
繰
り
の

程
度
を
表
す
指
標
で
、10
％
を
超

え
な
い
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い

わ
れ
る
。本
村
の
３
ケ
年
平
均
数

値
は
10
．9
％

注
２ �

将
来
負
担
す
べ
き
実
質
的
な
負

債
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る

比
率
で
、将
来
財
政
を
圧
迫
す
る

可
能
性
の
度
合
い
を
示
す
指
標
。

本
村
で
は
70
．7
％

注
３ �

公
債
費
、人
件
費
、扶
助
費（
生
活

保
護
や
児
童
手
当
等
社
会
保
障

に
関
わ
る
給
付
の
金
額
）

注
４ �

政
策
を
推
進
す
る
た
め
の
経
費

注
５ �

す
で
に
政
策
決
定
さ
れ
た
も
の

を
、継
続
し
て
い
く
た
め
の
経
費

通常業務と併行して、予算編成が進められる白馬村
役場庁舎内

松本 喜美人 議員

答
前
年
比
１
ポ
イ
ン
ト
、

5.3
ポ
イ
ン
ト
増
加

問
本
村
の
実
質
公
債
費
比
率
注
１

、

将
来
負
担
比
率
注
２

は
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PTAからの要望を受け、本年度から試運行が始まったスクールバス。子どもが
自分で帰宅することが夢みたいだという声も聞く。行政は、児童・保護者・
学校と共に諸問題を洗い出し、より良い運行に繋げていっていただきたい。

【
ス
ク
ー
ル
バ
ス
】

問
６
月
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
ル
ー

ト
案
を
示
し
、そ
の
間
10

月
ま
で
期
間
が
空
い
て
い
る
。

そ
の
間
に
、行
政
側
は
保
護
者

に
対
し
て
丁
寧
な
説
明
を
し
た

か
。答

当
初
は
夏
と
冬
に
考
え

て
い
た
が
、コ
ロ
ナ
禍
で

出
来
な
か
っ
た
。空
白
の
期
間

が
で
き
た
こ
と
は
非
常
に
反
省

し
て
い
る
。

問
ス
ク
ー
ル
バ
ス
対
象
児

童
は
遠
距
離
通
学
補
助

金
交
付
児
童
を
全
て
網
羅
し
て

い
る
か
。

答
網
羅
し
て
お
り
補
助
金

対
象
外
児
童
も
い
る
。

問
遠
距
離
通
学
補
助
金
の

定
義
は
。
今
後
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

答
遠
距
離
に
対
し
て
経
費

を
か
け
な
い
と
通
学
が

で
き
な
い
部
分
を
補
助
す
る
目

的
。村
で
経
費
を
か
け
て
交
通

手
段
を
用
意
す
る
な
ら
、補
助

は
出
す
必
要
が
な
い
と
考
え
て

い
る
。

問
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た

地
域
の
要
望
や
ニ
ー
ズ

の
把
握
は
。

答
実
証
し
な
が
ら
、意
見
集

約
や
ア
ン
ケ
ー
ト
は
学

校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
交
え
て
行
い
た
い
。

問
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
営
事

業
の
責
任
主
体
と
仕
組
み
を
作

る
の
は
行
政
だ
が
、当
事
者
は

児
童
、保
護
者
、地
域
の
方
々
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
協
議
会
の
よ
う

な
組
織
を
つ
く
る
に
あ
た
っ
て

は
、行
政
、保
護
者
、学
校
そ
れ

ぞ
れ
独
立
す
る
の
で
は
な
く
三

者
が
横
並
び
で
話
せ
る
よ
う
に

し
て
は
い
か
が
か
。

答
も
っ
と
も
な
話
で
、風
通

し
が
よ
く
な
る
の
で
あ

れ
ば
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
い
き
た

い
。問

村
が
掲
げ
る
女
性
活
躍

推
進
を
進
め
る
に
は
、親

が
働
け
る
環
境
整
備
、ス
ク
ー

ル
バ
ス
を
含
む
子
ど
も
の
教
育

環
境
、子
育
て
環
境
の
整
備
が

セ
ッ
ト
で
あ
る
。教
育
課
だ
け

の
問
題
で
は
な
い
と
思
う
が
村

の
考
え
は
。

答
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
、行

政
も
一
体
と
な
っ
て
考

え
て
い
く
。

答 問
バ
ー
ス
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
注
の
啓
発
は

生
き
物
を
愛
玩
具
の

扱
い
に
し
て
い
る

【
野
良
猫
問
題
】

問
猫
の
室
内
飼
育
の
励
行

に
関
す
る
広
報
を
行

な
っ
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
っ

た
が
、な
ぜ
室
内
飼
育
が
必
要

か
。答

分
か
ら
な
い
。

問
把
握
し
て
い
な
い
こ
と

が
問
題
。
今
ま
で
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
民
間
の
方
々
で

野
良
猫
を
不
妊
手
術
し
地
域
猫

化
し
て
い
る
。年
々
頭
数
が
増

え
て
き
て
そ
の
方
々
の
負
担
が

大
き
く
な
っ
て
い
る
。殺
処
分

を
減
ら
す
た
め
に
望
ま
れ
な
い

命
、幸
せ
に
な
ら
な
い
命
を
つ

く
ら
な
い
、つ
く
ら
せ
な
い
こ

と
が
動
物
飼
育
の
基
本
の
考
え

方
。屋
内
外
飼
育
問
わ
ず
バ
ー

ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
啓
発
を
村

で
行
っ
て
は
。

答
生
き
物
を
愛
玩
具
の
よ

う
な
扱
い
に
し
て
い
る
。

自
分
が
飼
い
た
い
が
た
め
に
避

妊
手
術
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
矛
盾
し
て
い
る
。

問
社
協
の
広
報
誌
で
も
紹

介
さ
れ
た
よ
う
に
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
移
動
手
術
車
で
手

術
を
実
施
し
て
く
れ
る
ド
ク

タ
ー
と
連
携
し
て
、野
良
猫
や

村
内
の
飼
い
猫
に
も
定
期
的
に

手
術
を
実
施
し
て
い
る
。選
択

肢
や
情
報
提
供
を
行
っ
て
は
。

答
県
で
は
動
物
愛
護
協
会

大
北
支
部
が
あ
る
の
で
、

県
と
一
体
と
な
っ
た
活
動
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

注
：
繁
殖
制
限

田中 麻乃 議員

答 試行錯誤しながら本格運行に
繋げたい

問保護者への説明は
丁寧にしたか
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【
図
書
館
建
設
問
題
】

問
住
民
か
ら
提
出
さ
れ
た

要
望
書
の
内
容
は
。

答
図
書
館
等
複
合
施
設
を

Ｊ
Ｒ
白
馬
駅
に
併
設
す

る
計
画
を
一
旦
停
止
す
る
こ
と
、

候
補
地
に
関
し
て
年
内
に
住
民

説
明
会
を
行
な
い
、住
民
の
意

見
を
真
摯
に
聴
く
こ
と
。

問
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
を
止
め

る
予
定
は
。　

答
白
馬
駅
決
定
で
は
な
く
、

現
在
は
調
査
段
階
の
た

め
止
め
る
予
定
は
な
い
。

問
駅
を
選
ん
だ
こ
と
に
対
し

て
不
信
感
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。他
の
３
候
補
地
に
比
べ
て

駅
が
良
い
と
し
た
決
定
打
は
。

答
官
民
連
携
に
よ
る
事
業
費

の
削
減
、経
費
の
削
減
等
。

問
富
山
県
の
立
山
町
図
書

館
は
五
百
石
駅
に
併
設
。

健
康
福
祉
課
が
入
っ
て
お
り
、

交
通
弱
者
で
あ
る
お
年
寄
り
が

来
や
す
い
。予
防
接
種
を
受
け

る
お
子
さ
ん
連
れ
も
来
る
が
、

訪
問
し
た
こ
と
は
。

答
行
っ
た
こ
と
は
な
い
が
、

同
県
舟
橋
村
も
図
書
館

を
駅
に
併
設
。両
施
設
と
も
広

大
な
駐
車
場
を
有
し
、鉄
道
利

用
者
も
利
用
し
、住
民
を
中
心

に
運
営
さ
れ
て
い
る
図
書
館
。

答

問 子ども目線を
どう取り入れる
予定か
この計画ではなく
グランドデザインに

【
学
校
の
あ
り
方
】

問
「
学
校
の
あ
り
方
」を
考

え
る
上
で
、少
人
数
ク
ラ

ス
に
対
し
て
肯
定
的
か
否
定
的

か
な
ど
、子
ど
も
目
線
を
ど
う

取
り
入
れ
る
予
定
か
。

答
子
ど
も
目
線
は
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
に
。教
育
振

興
計
画
に
入
れ
る
予
定
は
な
い
。

問
白
馬
山
麓
事
務
組
合
の

視
察
先
、島
根
県
吉
賀
町

は
人
口
６
０
２
５
人
で
小
学
校

が
５
、中
学
校
が
３
、飯
南
町
は

４
６
１
５
人
で
小
学
校
４
・
中

学
校
２
、広
島
県
神
石
高
原
町

は
８
１
５
７
人
で
小
学
校
５
・

中
学
校
２
を
維
持
。統
廃
合
な

ど
の
後
ろ
向
き
の
考
え
方
も
聞

か
な
か
っ
た
。ど
の
よ
う
な
教

育
方
針
と
想
像
す
る
か
。

答
ど
の
町
も
中
山
間
地
で
合

併
に
よ
り
旧
町
村
単
位
で

学
校
が
残
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

答

問 みらい観光税
（宿泊税）を
導入予定か
状況を見極める
必要があり時期
は未定

【
過
去
８
年
間
に
反
対
し
た
議

案
、計
画
】

問
私
は
５
ス
タ
ー
ホ
テ
ル

の
誘
致
な
ど
、大
型
施
設

建
設
や
大
規
模
開
発
に
反
対
し

て
き
た
。引
き
続
き
大
型
商
業

施
設
、特
に
宿
泊
施
設
の
建
設

を
推
進
す
る
方
向
か
。

答
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
。

環
境
基
本
条
例
は
大
規

模
開
発
禁
止
が
目
的
で
は
な
い
。

良
質
の
開
発
は
受
け
入
れ
る
。

問
方
向
性
が
定
ま
っ
て
い

な
い
新・道
の
駅
建
設
計

画
は
。

答
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
・
ラ
ン
ド

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
白
馬
が

オ
ー
プ
ン
し
た
た
め
、継
続
し

な
い
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
業
務
の

外
部
委
託
の
判
断
は
適

切
だ
っ
た
と
思
う
か
。

答
適
切
と
考
え
る
。

問
藤
本
元
副
村
長
の
よ
う

な
高
級
官
僚
を
村
費
で

雇
用
し
た
村
民
へ
の
メ
リ
ッ
ト

は
、そ
の
報
酬
額
と
同
等
か
。

答
彼
が
手
掛
け
た
事
業
へ

の
評
価
は
非
常
に
高
い
。

問
観
光
局
、
ハ
ク
バ
・
バ

レ
ー・ツ
ー
リ
ズ
ム
の
財

源
が
足
り
な
い
と
、観
光
地
経

営
会
議
で
発
言
が
あ
っ
た
。庁

内
で
財
源
確
保
が
で
き
な
い
と

判
断
し
た
場
合
、み
ら
い
観
光

税（
宿
泊
税
）で
確
保
の
予
定
か
。

答
観
光
施
策
へ
の
継
続
的

な
投
資
が
必
要
と
の
発

言
と
解
釈
。社
会
経
済
や
地
域

の
状
況
を
見
極
め
る
必
要
が
あ

り
、導
入
時
期
は
未
定
。

伊藤 まゆみ 議員

中軽井沢駅の図書館は、起業者向け
チャレンジショップを併設

富山県五百石駅の立山町町立図書館は、
健康福祉課も併せ持つ

答
現
在
、調
査
段
階
で
止
め
る
予
定

は
な
い

問
図
書
館
：
Ｊ
Ｒ
と
の
協

議
を
止
め
る
予
定
は
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築26年になる白馬山麓事務組合クリーンコスモ姫川（生し尿・浄化槽汚泥処理場）

【
上
下
水
道
事
業
と
ク
リ
ー

ン
コ
ス
モ
姫
川
】

問
白
馬
山
麓
事
務
組
合
ク

リ
ー
ン
コ
ス
モ
姫
川
は

26
年
経
過
し
施
設
の
老
朽
化
も

危
惧
さ
れ
、し
尿・
浄
化
槽
汚
泥

の
搬
入
量
は
減
少
傾
向
で
進
ん

で
き
た
。そ
の
後
浄
化
槽
汚
泥

は
増
加
傾
向
と
の
報
告
で
あ
る

が
今
後
の
方
針
計
画
は
。

答
水
質
汚
濁
を
防
止
す
る

た
め
排
水
区
域
外
の
排

水
は
合
併
浄
化
槽
で
処
理
す
る
。

例
年
合
併
浄
化
槽
は
30
数
件
の

申
請
で
汚
泥
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、平
成
26
年
基
本
計
画
で
検

討
し
た
。し
尿
や
浄
化
槽
汚
泥

を
公
共
下
水
道
施
設
で
受
入
れ

が
可
能
。設
備
費
用
は
か
か
る

が
汚
水
処
理
経
費
が
大
幅
に
縮

減
で
き
、維
持
管
理
が
安
価
と

な
り
公
共
下
水
道
で
受
入
れ
る

方
向
で
検
討
中
。

問
当
村
の
農
地
の
徴
収
猶

予
規
定
は
、公
共
下
水
道

事
業
受
益
者
負
担
金
に
関
す
る

規
則
規
定
第
10
条
関
係
で
徴
収

猶
予
は
農
地
法
第
４
条
、５
条

に
よ
り
転
用
の
許
可
を
受
け
た

日
ま
で
2
年
以
内
の
期
間
と
あ

る
。事
業
終
了
か
ら
15
年
経
過

し
、自
治
法
第
14
、15
条
や
都
市

計
画
法
第
75
条
７
項
で
は
５
年

毎
に
更
新
申
請
と
あ
る
。時
効

の
虞お
そ
れは
な
い
か
。

答
昨
年
よ
り
施
行
し
徴
収

猶
予
は
２
年
間
。神
城
・

北
城
地
区
隔
年
で
更
新
申
請
と

現
状
確
認
が
目
標
で
あ
る
が
、

所
有
権
移
転
や
分
合
筆
な
ど
受

益
者
異
動
等
は
完
全
な
把
握
と

は
言
え
な
い
状
況
。早
く
定
例

的
な
運
用
を
図
る
所
存
。

問
排
水
区
域
内
で
本
管
か

ら
の
公
共
桝
の
取
付
け

が
見
受
け
ら
れ
る
が
、地
目
が

宅
地
で
の
公
共
桝
未
設
置
の
口

数
は
。

答
公
共
桝
が
取
り
出
さ
れ

て
い
な
い
宅
地
は
無
い

も
の
と
考
え
て
い
る
。

問
住
民
監
査
請
求
か
ら
最

高
裁
へ
と
進
ん
だ
が
、裁

判
内
容
と
費
用
は
。

答
最
高
裁
よ
り
上
告
の
棄

却
と
上
告
審
と
し
て
受

理
し
な
い
決
定
。弁
護
士
へ
の

報
酬
は
６
年
間
１
２
０
万
８
０

０
０
円
。今
後
は
住
民
訴
訟
が

起
こ
ら
な
い
よ
う
適
切
な
事
務

に
努
め
る
。

答 問
請
願
・
陳
情
の

扱
い
と
、

取
り
決
め
は

定
め
は
な
い
が

人
々
の
希
望
に

耳
を
傾
け
る

【
村
長
の
政
治
姿
勢
】

問
議
会
は
請
願・陳
情
の
取

扱
要
綱
を
定
め
て
、審
査

の
結
果
を
文
書
で
通
知
し
て
い

る
が
、行
政
の
取
扱
い
は
。

答
要
望
に
対
し
て
文
書
で

回
答
は
し
て
い
な
い
が
、

回
答
を
求
め
る
も
の
に
は
極
力

応
じ
て
い
る
。

問
無
電
柱
化
に
伴

う
白
馬
駅
舎
の

改
築
に
つ
い
て
、ア
ル

プ
ス
の
街
白
馬
に
ふ

さ
わ
し
い「
白
馬
駅
と

共
に
歩
む
会
」の
団
体

は
、新
し
い
駅
の
在
り

方
を
J
R
東
日
本
長

野
支
社
長
へ
の
陳
情

要
望
を
村
に
要
請
し

た
が
そ
の
後
の
対
応

は
。答

担
当
課
で
対
応

を
検
討
中
。

問
例
年
地
区
役
員

懇
談
会
が
開
か

れ
、今
年
は
希
望
地
区

の
み
の
開
催
。様
々
な

課
題
や
要
望
が
出
さ

れ
、庁
内
で
検
討
す
べ

き
事
項
も
あ
る
と
思

う
が
、地
区
へ
の
回
答
は
。

答
ハ
ー
ド
の
要
望
は
、今
年

度
直
接
主
管
課
に
相
談

を
し
て
欲
し
い
と
い
う
通
知
を

出
し
、回
答
し
て
い
る
も
の
と

理
解
。今
年
度
に
限
っ
て
ハ
ー

ド
と
ソ
フ
ト
を
分
け
て
対
応
し

て
い
る
。

横田 孝穂 議員

答 改定について
今後審議の予定

問水道料金の値上げの
見通しは
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【
行
財
政
運
営
】

問
池
田
町
で
は
財
政
危
機

と
な
り
一
般
財
源
３
億

円
の
削
減
を
敢
行
す
る
。本
村

も
今
年
度
１
億
５
０
０
０
万
円

の
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し

て
予
算
を
組
ん
で
い
る
。本
村

の
財
政
状
況
も
ま
た
厳
し
く
、

一
歩
、行
財
政
運
営
を
誤
れ
ば

今
後
危
険
領
域
に
入
る
。総
合

計
画
後
期
計
画
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ（
主

要
達
成
指
標
）で
は
、実
質
公
債

費
比
率
及
び
将
来
負
担
比
率
を

何
％
に
設
定
す
る
の
か
。

答
実
質
公
債
費
比
率
は

15
％
未
満
で
、将
来
負
担

比
率
は
85
％
未
満
。

問
前
期
計
画
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
で

は
、
将
来
負
担
比
率
は

30
％
未
満
と
い
う
の
が
、令
和

元
年
度
で
既
に
70
．
7
％
に

な
っ
て
い
る
、し
か
も
あ
と
１

年
残
し
て
。今
度
こ
そ
目
標
値

15
％
未
満
、85
％
未
満
と
い
う

の
は
守
れ
る
の
か
。

答
何
と
か
こ
こ
を
死
守
し

た
い
と
い
う
つ
も
り
で

Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
定
め
た
。

問
予
期
せ
ぬ
も
し
も
の
た

め
の
財
政
調
整
基
金
は

幾
ら
を
堅
持
す
る
の
か
。

答
神
城
断
層
地
震
の
と
き

４
億
円
を
取
崩
し
た
実

績
が
あ
る
。３
億
５
千
万
円
は

確
保
し
た
い
。

問
４
億
円
を
一
時
的
に
使
っ

て
い
る
の
に
３
億
５
千
万

円
は
矛
盾
す
る
。財
源
さ
え
あ

れ
ば
、や
れ
ば
い
い
こ
と
は
幾

ら
で
も
あ
る
が
、基
金
を
崩
し

な
が
ら
や
っ
て
は
い
け
な
い
。

次
の
地
震
も
予
想
さ
れ
、持
続

可
能
な
村
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、基
金
は
７
億
～
８
億
円
は

持
っ
て
い
る
必
要
と
思
う
が
。

答
災
害
に
関
し
て
は
国
庫

負
担
法
と
い
う
法
律
が

あ
り
戻
っ
て
く
る
。こ
の
20
年

間
を
調
べ
た
が
、財
政
調
整
基

金
と
減
債
基
金
の
ど
ち
ら
も
取

り
崩
さ
ず
当
初
予
算
を
組
ん
だ

こ
と
は
な
い
。

問
村
長
の
残
り
任
期
で
こ

れ
だ
け
は
や
め
る
と
い

う
こ
と
は
。

答
予
算
化
し
た
事
業
は
い

ず
れ
も
必
要
な
も
の
だ

が
、未
曽
有
の
災
害
と
言
え
る

コ
ロ
ナ
禍
の
下
、直
ち
に
取
り

か
か
ら
な
く
と
も
可
能
な
事
業

は
先
送
り
し
、不
要
な
予
算
計

上
が
あ
れ
ば
即
削
除
を
指
示
し

た
。役
所
の
悪
癖
で
あ
る
前
例

踏
襲
に
よ
る
安
易
な
予
算
化
は

や
め
た
い
。

問
な
ら
ば
財
政
を
破
綻
さ

せ
な
い
と
い
う
観
点
で

６
つ
の
提
案
を
す
る
の
で
コ
メ

ン
ト
を
。

①�

給
食
セ
ン
タ
ー
の
反
省
を
生

か
す
。造
っ
た
も
の
は
と
も

か
く
、財
政
的
に
は
大
失
敗

事
業
。

②�

あ
ら
ゆ
る
事
務
事
業
を
見
直

し
、行
政
サ
ー
ビ
ス
の
優
先

順
序
を
つ
け
本
気
の
経
費
削

減
計
画
を
作
る
。

③�

図
書
館
複
合
施
設
は
、村
民

が
納
得
で
き
る
場
所
に
決
め

て
概
略
設
計
と
用
地
確
保
だ

け
は
や
っ
て
、多
く
の
村
民

の
夢
は
つ
な
い
だ
と
こ
ろ
で

延
期
。

④�

学
校
の
在
り
方
検
討
を
、ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
や
る
。

同
時
に
図
書
館
と
学
校
建
て

替
え
の
た
め
の
基
金
づ
く
り

を
始
め
る
。そ
れ
ま
で
の
間

ス
ク
ー
ル
バ
ス
本
格
運
行
は

延
期
。

⑤�

今
後
は
コ
ン
サ
ル
言
い
な
り

の
計
画
づ
く
り
を
や
め
、観

光
地
経
営
会
議
の
コ
ン
サ
ル

は
切
る
。

⑥�

子
ど
も
の
育
成
大
会
以
外
の

地
元
負
担
を
伴
う
ス
キ
ー
大

会
は
や
め
る
。

答

 

村
長 

日
頃
私
が
考
え

て
い
た
こ
と
も
あ
る
。

村
民
か
ら
見
て「
や
っ
て
い
る

こ
と
は
無
駄
」と
思
う
こ
と
は
、

ぜ
ひ
一
緒
に
考
え
な
が
ら
こ
の

コ
ロ
ナ
の
難
局
を
乗
り
切
り
た

い
。問

有
収
水
量
が
低
く
耐
用

年
数
が
次
々
到
来
す
る

上
水
道
は
、「
イ
ン
フ
ラ
の
ト
リ

ア
ー
ジ
注
１
」を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。Ｆ
Ｉ
Ｔ
法
注
２
が
来
年

度
ま
で
の
中
で
、ぜ
ひ
小
水
力

発
電
を
や
っ
て
貰
い
た
い
が
。

答

 

副
村
長 

Ｆ
Ｉ
Ｔ
法
が

あ
と
１
年
と
い
う
の
は

重
々
承
知
し
て
い
る
。

注
１
：
優
先
順
位

注
２
：�

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定

価
格
買
い
取
り
制
度

丸山 勇太郎 議員

令和元年度歳入歳出決算書の基金残高一覧
義務教育施設整備基金は、たったの５８０万円
図書館建設基金は、まだ項目すらない。

答
３
億
５
０
０
０
万
円
は
確
保
し
た

い
問
財
政
調
整
基
金
は
幾
ら

を
堅
持
す
る
の
か
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【
行
財
政
改
革
】

問
組
織
機
構
の
検
討
結
果

は
。

答
教
育
委
員
会
部
局
で
、子

育
て
の
一
元
化
を
目
指

し
子
育
て
支
援
課
、業
務
の
再

編
に
よ
り
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ

課
を
設
置
。

問
給
食
セ
ン
タ
ー
を
業
務

委
託
し
て
は
ど
う
か
。

答
長
年
の
検
討
課
題
で
は

あ
る
が
、早
急
に
ど
う
す

る
か
は
詰
め
て
い
な
い
。

問
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
注
１
に
よ
る
事

業
検
証
の
結
果
は
。

答
全
て
の
事
業
に
お
い
て
、

Ｋ
Ｐ
Ｉ（
重
要
業
績
評
価

指
数
）の
進
捗
状
況
を
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
き
毎
年
、

内
部
評
価
は
各
課
に
よ
り
実
績

報
告
と
評
価
コ
メ
ン
ト
、外
部

評
価
は
５
段
階
評
価
と
コ
メ
ン

ト
。
総
合
計
画
評
価
委
員
会
を

経
て
公
表
。後
期
計
画
で
は
、そ

れ
ら
を
参
考
に
各
事
業
の
Ｋ
Ｐ

Ｉ
を
新
た
に
見
直
し
再
設
定
。

計
画
審
議
会
・
パ
ブ
コ
メ
を
経

て
公
表
予
定
。

問
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
制
の

内
容
と
結
果
は
。

答
平
成
30
年
よ
り
実
施
、実

習
希
望
者
が
就
業
体
験

す
る
も
の
。30
年
度
は
4
人
、令

和
元
年
は
8
人
、本
年
は
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
で
未
実
施
。受
入

者
の
半
数
が
当
役
場
へ
就
職
。

県
外
・
村
外
出
身
が
多
い
。

問
業
務
の
見
直
し
や
合
理

化
、
自
主
財
源
の
確
保

は
。

答
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
と
の
連
携
協

定
に
よ
り
複
数
業
務
を

Ｒ
Ｐ
Ａ
注
２
化
。ふ
る
さ
と
納
税

業
務
な
ど
試
験
的
に
実
施
。観

光
財
源
と
し
て
観
光
宿
泊
税
の

検
討
。税
制
改
正
に
よ
る
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
の
拡
充
、普

通
財
産
の
売
却
の
調
査
な
ど
。

問
押
印
の
廃
止
と
オ
ン
ラ

イ
ン
化
に
つ
い
て
は
。

答
国
の
見
直
し
方
針
に
基

づ
き
、先
進
事
例
を
参
考

と
し
手
続
き
の
簡
素
化
や
オ
ン

ラ
イ
ン
化
に
つ
い
て
検
討
に
入

る
。問

I
T
専
門
部
署
の
新
設

を
。

答
業
務
の
洗
い
出
し
を
行

う
。
機
構
改
革
は
理
事

者
の
判
断
。

問
働
き
改
革
や
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
へ
の
取
組
は
。

答
庁
内
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
を
設
置
。
15
項

目
に
ま
と
め
実
施
。生
産
性
向

上
に
む
け
て
取
組
む
。ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
は
、広
域
連
携
に
よ
る

行
政
事
務
効
率
化
推
進
事
業
と

し
て
来
年
度
よ
り
具
体
的
に
取

り
組
む
予
定
。

問
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
上
げ
る
工
夫
は
。

答
褒
め
る
制
度
を
取
入
れ

て
い
る
が
実
践
が
伴
わ

ず
ま
だ
浸
透
し
て
い
な
い
。工

夫
し
て
い
く
。

答 問
子
育
て
支
援
ル
ー
ム

の
建
替
え
は

早
急
な
対
応
が

必
要
と
認
識

【
少
子
化
対
策
】

問
結
婚
支
援
の
取
組
は
。

答
北
ア
ル
プ
ス
連
携
自
立

圏
事
業
で
若
者
交
流
イ

ベ
ン
ト
を
年
２
回
実
施
、延
べ

１
５
０
人
参
加
。

問
婚
姻
件
数
は
。

答
直
近
で
33
件
。

問
出
生
者
数
の
減
少
対
策

は
。

答
妊
娠
期
か
ら
18
歳
ま
で

切
れ
目
の
な
い
子
育
て

支
援
を
実
施
。育
児
に
つ
い
て

専
門
的
に
相
談
で
き
る
ア
プ
リ

の
導
入
、健
康
診
査
や
医
療
費

の
補
助
、一
時
保
育
や
未
満
児

保
育
の
拡
充
な
ど
安
心
し
て
子

育
て
出
来
る
環
境
づ
く
り
に
力

を
入
れ
て
い
る
。

問
不
妊
治
療
へ
の
助
成
は
。

答
現
在
、国
で
は
初
回
30
万

円
、
２
回
目
以
降
15
万

円
。県
は
１
回
に
つ
き
７
万
５
千

円
。
村
は
２
分
の
１
で
上
限

10
万
円
補
助
。
国
は
次
年
度
か

ら
助
成
制
度
の
見
直
し
を
は
か

り
対
象
者
の
拡
大
や
一
律
30
万

円
の
補
助
を
検
討
中
。

注
１
：�

計
画
、実
行
、評
価
、改
善
を
繰

り
返
し
行
い
継
続
的
な
事
業
の

改
善
を
促
す
技
法
。

注
２
：�

ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
業
務
の
自
動

化

津滝 俊幸 議員

築45年経過による老朽化が激しい子育て
支援ルーム。早急な対応が必要！

答 活用出来るものなら
検討

問市町村データ活用
計画策定は
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【
村
の
境
界
】

問
長
野
県
町
村
会
誌
に
記

載
さ
れ
て
い
る
概
要
で

の
白
馬
村
の
位
置
は
、南
は
北

安
曇
の
南
北
の
分
水
嶺
で
あ
る

佐
野
坂
よ
り
大
町
市
に
、西
は

北
ア
ル
プ
ス
連
峰
に
よ
り
富
山

県
に
、東
は
旧
美
麻
村
、小
川
村
、

旧
鬼
無
里
村
に
、北
は
白
馬
岳

に
つ
な
が
る
小
蓮
華
山（
大
日

岳
）、阿
弥
陀
山
等
に
よ
り
小
谷

村
に
接
し
て
い
る
と
書
か
れ
て

い
る
。毎
年
発
行
さ
れ
る
県
民

手
帳
で
は
、白
馬
村
と
小
谷
村

の
統
計
面
積
の
確
定
さ
れ
て
い

な
い
境
界
未
定
部
分
が
あ
る
地

域
と
扱
わ
れ
て
い
る
。北
の
境

界
で
あ
る
小
谷
村
と
の
問
題
が

影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
境
界
に
つ
い
て
白
馬
村
の

見
解
を
伺
う
。小
谷
村
と
の
境

界
は
、小
蓮
華
山（
大
日
岳
）の

ど
こ
と
し
て
い
る
の
か
。

答
正
式
な
取
り
決
め
は
し

て
い
な
い
が
、地
図
上
で

は
三
国
境
を
境
界
と
判
断
し
て

い
ま
す
。

問
大
日
岳
は
地
域
の
人
々

が
信
仰
の
山
と
し
て
い

る
大
切
な
山
な
の
で
、山
全
体

を
白
馬
村
の
地
籍
と
す
る
べ
き

で
は
。　

答
白
馬
村
職
員
O
B
か

ら
、昔
か
ら「
舟
こ
し
の

頭
」が
境
界
と
思
う
の
で
白
馬

村
の
地
籍
で
良
い
。お
互
い
の

言
い
分
が
あ
る
の
で
、お
ろ
そ

か
に
は
出
来
な
い
問
題
で
あ
る

と
、聞
い
て
い
ま
す
。

問
い
つ
か
ら
三
国
境
付
近

を
境
界
と
し
て
い
る
の

か
。

答
国
土
地
理
院
で
は
、当
初

か
ら
三
国
境
と
し
て
い

ま
す
が
、そ
の
根
拠
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問
阿
弥
陀
山
は
ど
こ
に
あ

る
か
、確
認
し
た
こ
と
は

あ
る
か
。

答
栂
池
高
原
ス
キ
ー
場
の

南
側
に
あ
る
山
で
す
が
、

行
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
営
林
署
の
国
有
林
の
解

釈
は
。

答
国
有
林
野
計
画
図
を
境

界
と
す
れ
ば
、舟
こ
し
の

頭
が
村
境
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

問
過
去
に
争
い
と
な
っ
た

記
録
は
。

答
１
８
２
３
年
か
ら
８
年

間
争
っ
て
決
着
を
見
ま

し
た
が
、今
で
も
未
解
決
と
な
っ

て
い
ま
す
。

問
旧
鬼
無
里
村
と
の
境
は
。

　
　
　

答
平
成
15
年
６
月
に
、古
文

書
に
よ
り
解
決
し
て
い

ま
す
。

答

問 赤線、青線の目的
外使用はないか

実態の把握は
困難

【
村
有
財
産
の
管
理
】

問
公
有
財
産
の
管
理
部
署

は
。

答
普
通
財
産
は
総
務
課
、行

政
財
産
は
各
担
当
課
が

管
理
し
、半
期
ご
と
に
調
査
報

告
作
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
赤
線
、青
線
の
管
理
は
。

答
建
設
課
が
所
管
し
て
い

ま
す
が
、不
動
産
登
記
上

の
表
示
、保
存
登
記
は
完
了
し

て
い
ま
せ
ん
。

問
国
土
調
査
の
時
は
、立
ち

合
い
を
し
て
い
る
か
。

答
立
ち
合
い
と
合
わ
せ
て
、

現
状
の
把
握
に
努
め
て

い
ま
す
。

問
赤
線
、青
線
の
取
得
時
効

と
、そ
の
解
釈
は
。

答
公
共
物
だ
か
ら
時
効
は

な
い
と
い
う
解
釈
は
成

り
立
た
な
い
が
、個
別
の
事
業

ご
と
に
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

問
瑞
穂
地
区
の
村
道
に
、石

が
置
か
れ
て
い
る
が
解

決
は
。

答
寄
付
し
て
い
た
だ
く
よ

う
要
望
し
、早
い
解
決
を

求
め
て
い
ま
す
。

問
平
川
の
北
分
流
に
つ
い

て
、登
記
は
し
て
い
る

か
。答

登
記
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

北澤 禎二郎 議員

答
先
人
の
思
い
は
、お
ろ
そ
か
に
は

で
き
な
い

問
白
馬
村
の
北
の
境
界
は

ど
こ
が
正
し
い
の
か

村境問題は、ロマンあふれるミステリーだが、
　　先人の思いはしっかり受け継いでいきたい。（副村長談）
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スマホアプリで白馬議会だより配信中！！
マチを好きになるアプリ

前号では、議会として村長へ図書館複合施設の意見
書を提出したことをお伝えしました。白馬村議会に関
するアンケート調査の自由意見にも、図書館複合施設
へのご意見が複数寄せられ、村民の関心の高さを伺う
ことができます。
陳情者の「村としょの会」は、700を越える署名を集

め村長に提出されました。駅併設の場合に、安全性、周
囲の環境、公園が無い、駐車場の問題など不安な点が
多数あること、駅がなぜ優先候補地になったか知らな
い村民が多くいることから、住民説明会を開催してほ
しいというものです。

質疑では、駅賛成の意見についてどう考えるか、住
民説明会の時期や内容について等が出されました。

JRとの協議が進めば計画の後戻りが困難になるの
ではという不安も大きく、新設される図書館複合施設
が住民に寄り添ったより良い施設となるように、賛成
意見も反対意見も併せて聞く必要があるとのことでし
た。
委員からは、住民の要望を聞くことや、きめ細かな

説明は重要との
賛成討論も出さ
れ、全員賛成で
採択されました。
この結果を、村
は真摯に受け止
めるべきです。

調査研究目的
①�景観計画： 2年を要して作成したが、景観を守るため
の手段である景観行政団体となり得なかったため、
計画の内容と今後の方向性を探る。

②�立地適正化計画：議会で計画策定意義に対する疑問
が出されたため、村の現状と課題、また計画を策定す
ることによりどのように改善されるのかを探る。

景観計画においての課題認識　
平成11年制定の「白馬村環境基本条例」と付随する

規則、指導要綱等があるが、屋根形状や建築物の色彩
などで規則・要綱に適合しない物件が多く、条例等が
守られていない。景観行政団体では罰則規定が可能だ
が、「どのように守っていただくか」、「どのように守ら
せるか」を明確にした景観条例にする必要がある。と
同時に、行政と住民が一体となり「この景観を守り後
世に伝える」との強い覚悟が求められる。

委員会開催
①R2:	6月 １日	 景観形成計画・立地適正化計画
②	 7月27日	 白馬のまちづくりマスタープラン
③	 8月  3日	 建設課宛質問を提出
④	 8月19日	 �上記質問の回答、安曇野市立地適正化
		  計画と景観法
⑤	 9月17日	 �立地適正化計画策定の前提条件および	

	 計画性の方向性
⑥	 12月8日	 立地適正化計画（原々案）
⑦R3:	 1月5日	 報告書の検討

委
員
会
掲
示
板

「白馬村図書館等複合施設」に対する陳情書
全員賛成で採択

景観計画・立地適正化計画に関する
調査研究中間報告

ご意見をお寄せください。85-0725（直通）72-7001（ファックス）

総務社会委員会

産業経済委員会

議会だよりもマチイロ開始しました

意見交換の様子・村としょの会より提供
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白馬に移住して感じた事…

令和3年1月31日発行

135

■アンケート調査結果報告
アンケート調査の結果報告 ………………………… ２p

■常任委員会審議　　　
請願・陳情すべて全員一致で採択 …………………………………… 4p
今回も一般財源から観光局へ3000万円補正……………………… 5p

■委員会掲示板
「白馬村図書館等複合施設」に対する陳情書
全員賛成で採択
景観計画・立地適正化計画に関する調査研究中間報告 ………… 19p

■夢・私たちに。「わたしのひとこと」……………………………… 20p

■ 村政を問う　一般質問 ………………… 8p
・販売方法の報道が先とは議会軽視では ………9p

・子育て世帯へ国民健康保険税の軽減を ……10p

・宿泊税導入の進捗度はどの様な状況か ……11p

・本村の実質公債費比率、将来負担比率は ………12p

・保護者への説明は丁寧にしたか ……………13p

・図書館：ＪＲとの協議を止める予定は ………14p

・水道料金の値上げの見通しは ………………15p

・財政調整基金は幾らを堅持するのか ………16p

・市町村データ活用計画策定は ………………17p

・白馬村の北の境界はどこが正しいのか ……18p

地元の熱意・行政の後押しで
　　休業から再開へ‼　白馬さのさかスキー場
地元の熱意・行政の後押しで
　　休業から再開へ‼　白馬さのさかスキー場

　　　　

あ

と

が

き

白馬村はいい所だ

夢、私たちに。

わたしのひとこと

白馬議会だよりは、環境にやさしい植物油型インキと再生紙を使用しま
した。（PO 印刷）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威

に
さ
ら
さ
れ
、日
本
経
済
は
大
打
撃

だ
。
12
月
半
ば
の
寒
波
に
よ
っ
て

ハ
ク
バ
バ
レ
ー
の
す
べ
て
の
ス
キ
ー

場
が
オ
ー
プ
ン
し
、ホ
ッ
と
し
た
の

も
つ
か
の
間
、Ｇ
o
Ｔ
o
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
中
止
に
よ
り
上
向
き
始

め
た
村
内
の
す
べ
て
の
事
業
者
が

痛
手
を
被
っ
て
い
る
。
加
え
て
、１

月
７
日
に
第
２
弾
の
緊
急
非
常
事

態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
シ
フ
ト
し
て

い
た
白
馬
村
は
、と
り
わ
け
打
撃
が

大
き
い
。
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あと10年

今年の元旦は早朝から国道を走る
除雪車の音で目が覚めた。連日の大
雪で今年も異常気象による自然災害
が起こらないかと危惧する。地震・豪
雨・河川の氾濫等々による被害で普
段の日常生活が変化し平穏な生活が
脅かされて来た。昨年からの新型コ
ロナウイルス感染拡大で世の中に疲
弊感が漂い、人々の日常生活が狂っ
てきた。

今何でもない様でも細やかでも平
穏無事の生活が有り難いと思う。初
詣では地区の神明宮に出掛け昼間な
のに参拝者の人影のない寂しい境内
で、コロナ禍の早期収束・無病息災・
平穏無事を祈願した。

年が明けて私も79歳に成る。この
年まで入院をする様な大病もせず元
気に来た。山あり谷ありの人生だっ
たが、まんざら悪くない人生だった。
ここまで来たらあと10年平穏な悔い
のない晩年を過ごしたいと思う。

国連は3年前、家族農業の10年を定
め持続可能性を重要視、日本の農政
は大規模化と市場開放を大巾に進め、
家族農業や集落共同体も崩壊しつつ
ある。コロナ禍で経済変動の声も聞
こえる。想像してみると食は命であ
るが、自給率の低下で、日本人の体の
約3分の2が輸入農産物で構成されて
いる。

10年前に楢、柿、栗を植えたら沢山
収穫出来た。野菜の肥料に畔草や落
葉を使う。加工貯蔵して春まで食べ
る。農は体と頭を使うので長寿につ
ながると言われる。空気は澄み温暖
化防止に役立つ。風土に従って適地
適作、地産地消すれば村は活性化す
る。新旧住民のコミュニティー共助
が鍵となり、身近に山川畑があり、足
元の大地に立って暮らせばビクビク
しなくていい。自然や農林業に接す
れば子供も大人もたくましくなる。
そう考えると、この村はいい所だ。

千葉県から白馬村へ移住し3年が
経ちました。仕事は白馬村で Hair 
studio senses（美容室）を経営してい
ます。2019年8月にオープンしてまだ
間もないですが、少しづつお客様も
増えて、いろいろな方達と接する事
が出来ています。

環境に関する活動をされている方
の影響で、お店の電気は「自然でんき」
を使っています。自然電力を使い、少
しでも温暖化を防げれば、白馬では
スノースポーツが、より良いものに
なると信じています。

美容師という仕事で何か人の為に
なる事が出来ないかと思い 、ヘアド
ネーション（髪の毛の寄付）をしたい
方のお手伝いをしています。 

誰かの為？何かの為に？何か出来
る事はないか… そんな事を考え実行
している熱い人達が白馬村は集まっ
てるな〜と強く感じています。こん
な熱い方達がドンドン挑戦できる村
になって欲しいです。 

飯田　伊藤　佳壽美深空　郷津　利明 深空　品田　祐一


